
て
ん 

     

第
２
０
３
回
史
跡
ウ
ォ
ー
ク 

御
池
通
・
二
条
通
沿
い
の
史
跡
を
歩
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

チ
ー
ム
華 

冨
永
正
治 

 

二
条
通
、
御
池
通
沿
い
に
は
平
安
時
代
に
は
有
力
貴

族
の
邸
宅
が
建
ち
並
び
、
祇
園
祭
の
発
祥
の
地
で
あ

り
、
空
海
の
雨
乞
い
で
も
有
名
で
御
池
通
の
名
の
も

と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
広
大
な
神
泉
苑
が
あ
り
ま

し
た
。
御
池
通
を
東
に
歩
く
と
室
町
時
代
に
足
利
尊

氏
が
政
務
を
執
り
か
つ
没
し
た
「
足
利
尊
氏
邸
・
等

持
寺
」
の
石
碑
が
あ
り
、「
室
町
幕
府
発
祥
の
地
」
と

言
わ
れ
る
由
縁
で
す
。
安
土
桃
山
時
代
に
は
信
長
、

秀
吉
、
家
康
の
時
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
二
条
城
が
創

建
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
に
入
る
と
二
条
城
に
は
一
時

期
京
都
府
庁
が
置
か
れ
、
皇
室
の
別
邸
「
二
条
離
宮
」

と
も
な
り
ま
し
た
。
明
治
２
年
に
は
日
本
初
の
小
学

校
で
あ
る
柳
池
小
学
校
（
現
柳
池
中
学
校
）
が
創
立

さ
れ
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
が
ぎ

っ
し
り
詰
ま
っ
た
史
跡
を
巡
り
ま
す
。 

 

◆
日
時
：
４
月
20
日(

日)
 

受
付
９
時
〜
９
時
30
分 

 

※ 

チ
ー
ム
華
の
会
員
は
８
時
に
、
そ
の
他
の
会

員
は
８
時
30
分
に
集
合
願
い
ま
す
。 

◆ 

集
合
：
三
条
大
宮
公
園
（
三
条
通
商
店
街
内
。
地

下
鉄
東
西
線
下
車
大
宮
通
を
南
に
４
０
０
ｍ
、
ま
た

は
堀
川
三
条
バ
ス
停
下
車
三
条
商
店
街
を
西
へ
３
０

０
ｍ
（
９
号
、
12
号
系
統
な
ど
）
） 

   

◆ 

コ
ー
ス 

三
条
大
宮
公
園
（
集
合
・
受
付
）
→
①
三
条
御
供
社

（
ま
た
た
び
社
）
→
②
二
条
陣
屋 

→
③
神
泉
苑(

歳

徳
神
、
善
女
竜
王
社)

→
④
寛
永
の
二
条
城
改
修
・
増

築
跡
→
⑤
二
条
城
南
門
→
⑥
二
条
城
の
時
計
回
り
に

３
度
の
傾
き
の
説
明
→
⑦
二
条
城
東
大
手
門
→
⑧
橋

本
左
内
寓
居
跡
→
⑨
堀
川
の
二
条
城
築
城
時
の
石
積

み
に
残
る
藩
の
刻
印
、「
是
よ
り
北
紀
州
」
の
銘
」
→

⑩
秀
吉
の
妙
顕
寺
城
跡
（
秀
吉
の
二
条
城
）
→
⑪
御

金
神
社
→
⑫
東
三
条
院
址
→
⑬
建
物
疎
開
に
よ
る
御

池
通
の
拡
幅
の
説
明
→
⑭
南
北
の
通
り
名
の
説
明
→

→
⑮
銀
座
跡
→
⑯
二
条
御
新
造
跡
（
信
長
の
二
条
城
）

→
⑰
足
利
尊
氏
邸
跡
・
等
持
寺
跡
→
⑱
日
本
最
初
小

学
校
柳
池
校
（
現
柳
池
中
学
校
）
→
⑲
間
部
詮
勝
寓

居
跡
→
⑳
妙
満
寺
跡
→
㉑
京
都
市
役
所
（
ゴ
ー
ル
） 

              

 

               

京都史跡ガイド 

ボランティア協会 

会長 山田久男  

編集 澤田 卓  

信長、秀吉、家康の二条城 

明治 2 年 5 月 21 日、日本初の公

立小学校・上京二十七番組小学校 

(のちの柳池小学校) 
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